
Mostly
Concert Op.13

モーストリー ・ コンサート
オーパス13

2021. 2.14(Sun)   　　　弘前市立百石町展示館開場14：30 
開演15 :00 

〇千葉文奈（ピアノ）
M.ラヴェル :  水の戯れ

〇前田一明（ヴァイオリン） ＋ 今田匡彦（ピアノ）
Ｇ.Ｆ.ヘンデル： ヴァイオリン・ソナタ　第 4番

〇千葉修平（マリンバ）
Ｃ.ノートン：November Evening

〇宮本香織（ピアノ）
Ｊ.ブラームス：〈6つの小品 op.118〉から　
・間奏曲イ短調
・間奏曲イ長調
・バラードト短調

〇今田匡彦（作曲）
I guess I could handle it

今田匡彦（ピアノ），木村裕樹（コントラバス），
前田一明（ヴァイオリン），髙橋憲人（グラス）

主催/NPO harappa　共催/弘前大学教育学部音楽教育講座、NPO harappa百石町展示館指定事業実施委員会

お話を交えた、
アットホームなコンサート。

― チケット
入場料無料 先着 40名様
※事前予約制

― 予約方法
件名に「Mostly concert Op. 13」とし、
お名前、電話番号、希望枚数を記載の上、
E-mailにてご予約ください。

― 予約・問合 NPO harappa 
電話 0172-31-0195  
e-mail. post@harappa-h.org 

※演目・出演者は変更する場合があります。



予約・問合 NPO harappa 電話 0172-31-0195  e-mail. post@harappa-h.org 

Mostly Concert Op.13

弘前市立百石町展示館　2021年2月14日（日）　開場 14：30／開演 15：00

入場料無料 （先着40名様、事前予約制）
件名に「Mostly Concert Op.13」とし、お名前、電話番号、希望枚数を記載の上、
メールにてご予約ください。

“モーストリー・コンサート”
それは、お話を交えた
アットホームなコンサート。

千葉修平
弘前大学教育学部生涯教育課程芸術文化専
攻卒業、同大学院教育学研究科修了。現在、
青森明の星短期大学子ども福祉未来学科保
育 専 攻 講 師。主な論 文に“Of A-Pseudo 
Homology between Sonorous Air and 
Musical Interpretation in Music Educa-
tion”（単著 APSMER 2017）などが、著書に
『コンパス音楽表現』（共著、建帛社）などがあ
る。

千葉文奈
弘前大学教育学部生涯教育課程芸術文化専
攻卒業。現在、同大学院教育学研究科学校教
育専攻教科実践コース音楽教育領域 2 年在
学中。ピアノを前田美樹氏、浅野清氏に師事。

宮本香織
お茶の水女子大学芸術・表現行動学科卒業、
同大学大学院修了。浅野清氏、小坂圭太氏他
に師事。2007 年ウィーン国立音楽大学夏季セミ
ナー、2017 年フランス・スコラカントゥルム教授
ビリー・エイディ氏特別レッスンにてディプロマ
取得。これまでにピティナ・ピアノコンペティショ
ン全国大会、東北青少年音楽コンクール本選
等で入賞。青森県立美術館アレコホール他でリ
サイタルを開催。お茶の水女子大研究補佐を経
て、現在、弘前大学教育学部非常勤講師。東
北青少年音楽コンクール優秀指導者賞、グレン
ツェンピアノコンクール指導者賞受賞。

今田匡彦
国立音楽大学卒業後カナダ政府招聘留学。サ
イモン・フレーザー大学大学院修士課程、ブリ
ティッシュ・コロンビア大学大学院博士課程修
了（哲学博士）。英国ロンドンのローハンプトン大
学博士研究員を経て現在弘前大学教育学部、
大学院人文社会科学研究科、大学院地域社
会研究科教授。著書に『哲学音楽論：音楽教
育とサウンドスケープ』（単著 恒星社厚生閣）、
Creativity in Music Education（共 著
Springer）、The Oxford Handbook of Phi-
losophy in Music Education( 共著 Oxford 
University Press)、『音さがしの本』（R. マ
リー・シェーファーとの共著、春秋社）などがあ
る。

前田一明
弘前大学教育学部生涯教育課程芸術文化専
攻卒業、同大学院教育学研究科修士課程、同
大学院地域社会研究科博士後期課程修了
（博士（学術））。現在、弘前大学大学院地域社
会研究科客員研究員、青森中央短期大学非
常勤講師。国内のみならず香港、韓国、マレー
シアの学会で音楽と言語の関係性についての
研究発表を行う。主な論文に「〈小さな音楽〉の
実践的探究」（共著『音楽教育学』第 47 巻 2
号）などがある。ヴァイオリンを渋谷由美子氏に
師事。

木村裕樹
コントラバスを安ヵ川大樹氏に師事。永吉俊雄
氏、小倉大志氏などの若手ジャズミュージシャン
を始め、さまざまなジャンルのアーティストと共演・
セッション活動をしながら研鑽を積む。現在はエ
レクトリックベースを手に、自身がリーダーを務め
るインストゥルメンタル・トリオをスタートさせる。

髙橋憲人
弘前大学教育学部生涯教育課程芸術文化専
攻卒業，同大学院教育学研究科修士課程、同
大学院地域社会研究科博士後期課程修了
（博士（学術））。現在、弘前大学大学院地域社
会研究科客員研究員、弘前大学非常勤講師。
主な論文に「ランドスケープと視覚性―17 世紀
西洋における「自然」の発見」（『弘前大学大学
院地域社会研究科年報』第 16 号）などが、著
書に『大学的青森ガイド―こだわりの歩き方』
（分担執筆、昭和堂）などがある。


